
続ができる。
◆ 高齢者施設等関係者には，治療経過や必要な検査，
終了予定，治療終了後の管理のことを知っていただ
くことで服薬支援や受診協力がより得やすくなった。
今後に向けて
患者が住み慣れた地域で結核治療を受けることがで
きるようにするためにも，地域で結核治療が可能な医
療機関を増やしていく必要があるが，現状としては結
核治療に対する困難感を訴える医療機関もあり，退院
後の治療先検討に時間がかかることがある。当保健所
における結核地域連携パス活用事例では，今までより
も患者・家族や関係者とスムーズな連携を図ることが
でき，治療完遂につながっていると実感できた。アン
ケートからも医療機関で結核地域連携パスを活用して
いることが確認でき，地域の医療機関が結核治療への

理解を深めるための1つのツールとして有効活用して
いきたいと考える。また，令和2年度より大分県委託
事業として「大分県結核診療支援センター」が開設さ
れ，地域の医療機関や結核患者収容モデル病床等に対
して結核の検査や診断，治療等の相談支援を実施して
いる。結核治療経験のない医療機関に対しては，結核
医療への困難感を少しでも軽減するためにも，結核地
域連携パスの活用だけではなく，大分県結核診療支援
センターの協力を得ていきたいと考えている。
今後も結核患者の治療完遂を目指して結核拠点病院
である立行政法人国立病院機構西別府病院，大分県感
染症対策課とともに結核地域連携パスを用いた結核患
者支援を継続していきたい。

TBアーカイブだより（2022年 3月）

利用されているTBアーカイブ資料（2）

現代的な関心からアーカイブ資料を利用し，興味あ
る研究がなされていることは前号で報告させていただ
いた。それらについては，順次紹介させていただく予
定であるが，それ以外に，図書室や資料利用だけでな
い質問の申し出も，メールやファックス等で来る。医
学的，専門的な事柄に関しては，専門家の方に回答を
お願いしているが，それ以外は，分かる範囲で質問に
お応えするように努めている。
例えば，（1） ある質問者の祖母は以前結核に罹り治
癒されたのだが，その祖母の遠縁の叔父が，清瀬の結
核病院で医師をしていた。名字は分かっているが何年
頃どの病院にいたのか分からないので調べてほしい。
病理が専門で，役の上の人だったようだという。東京

病院や清瀬小児病院の年史があるので，それに名簿が
出ていればと当たってみた。手元に，東京都立清瀬小
児病院の「十五年のあゆみ」昭和39年3月があったの
で，開い
てみたと
ころ，院
長の名前
がちょう
どその名
字であっ
た。専門
も病理！
院長の顔

結核研究所図書室
TBアーカイブ事務局　佐藤 和美

図1．東京都立清瀬小児病院十五年のあゆみ表紙
（結核研究所図書室所蔵）
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写真と冒頭のあいさつをコピーして送ったところまさ
にその方だった！　
（2） 国税庁税務大学校税務情報センター（租税史料
室）研究調査員の方から，昭和29年に国税庁の結核患
者のために税務病棟が開設されたが，いつまで続いて
いたのか，という問い合わせがきた。結核が蔓延して
いた戦後，結核研究所付属療養所（現複十字病院）には，
国有鉄道，日本銀行，東京電力，朝日新聞，国税庁等，
各種企業体別の委託病棟が建てられていた。複十字病
院史には委託病棟のことが載っているのではないだろ
うかと探してみたが，分からなかった。そこで，結核
予防会の年史に載っているのではないかという助言を
受けて探してみたところ，結核予防会「創立40周年
史」（昭和34年～ 54年）に載っていた。一覧表になっ
ていて，最高時，病棟別定床数（昭和34年），病棟の
廃止年月，委託先，廃止ベッド数，委託病棟の経緯等
が載っていたので，すぐに返事をした。この問い合わ
せは，国税庁のホームページにNETWORK租税史料

というコーナーがあり，2021年5月号に「結核と税－
サナトリウムに設置された税務病棟－」というテーマ
の租税史料を紹介するためのものであった。戦前の結
核療養所と税制の関係，昭和12年頃東京府が「観覧税」
を復活させて清瀬村の結核療養所建築工事費に充てる
案等々。なかなか今までの視点とは異なる結核と税の
関係が書かれていて関心をそそられる。今も国税庁の
ホームページから見ることができる。（https://www.
nta.go.jp/about/organization/ntc/sozei/network/250.
htm）
これらのように，うまく見つけられることはなかな
かないが，他にも様々な質問が来る。「戦前，結核患
者は，亡くなると埋葬されないで火葬されていたのか」
とか，「結核患者は隔離され，座敷牢に入れられてい
たのか」とか。
このようにTBアーカイブの存在や働きを通して，
私たちでも知らなかった情報を知ることができるのは
興味深い。
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図2　結核研究所臨床部（現・複十字病院）内　税務病棟
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